
- 1 -

「社会科学としての経済学：カレツキのマクロ経済学」 (Economics as a Social Science: The
Macroeconomics of Michał Kalecki)
松谷泰樹 (Hiroki MATSUYA)
日本マクロエンジニアリング学会 第 40 回研究大会（Web 会議方式）

2021 年 4 月 24 日 (24 April 2021)

<要旨>
経済学は，「社会科学の女王」であると称されている。日常において，「社会」とは何かと問

われると，何かしら漠然とした抽象的な印象がするのであるが，字引をひもとけば，「人びと

の集団(a body of people)」のことであると具体的に示してある。カレツキが，Kalecki (1933) に

おいて，ケインズに先がけて，初めて，マクロ経済学の「基本前提」を提示することができた

のは，それが「方法論的集団主義」を分析方法として用いていたことよるものである。その意

味で，カレツキが分析方法として用いている「方法論的集団主義」こそが，マクロ経済学に，

「存在意義 (raison d'être)」を与えるうえで，きわめて重要な役割を果たしているものとして捉

えることができる。その場合，「古典派」経済学が，「方法論的個人主義」にもとづいて，個別

経済主体の行動を分析する際に用いている「効用」概念の使用から免れて，それに代わって「所

得」概念を用いることにより，まさに，有効需要の論理にもとづいて国民所得が決定されるこ

とを示す，マクロ経済学の形成を可能にしているのである。カレツキのマクロ経済モデルでは，

不完全競争市場が想定されており，経済を構成する主体は，資本家と労働者の 2 階級であると

され，それぞれの基本的性格が「能動的経済主体」と「受動的経済主体」であることが明らか

にされている。その場合，労働者の所得である賃金は，有効需要の論理にもとづいて，資本家

の意思決定によって決まるものであるとされている。ただし，Kalecki (1939) において指摘さ

れているように，労働分配率に影響を与える 1 要因としての，団体交渉に代表されるような，

労働組合による行動が，労働者に「能動的経済主体」としての可能性を与えるものとして取り

上げられている。そうした賃金をめぐる労働者の集団的行動についてのさらなる考察が，

Kalecki (1939)，Kalecki (1943)，Kalecki (1971) においてなされている。そこでの分析は，労働

組合の行動を，労働供給の側面として，有効需要理論の中に組み込む役割を果たすものとして

捉えられる。2 階級それぞれを「集団」として捉えて，それらの所得をめぐる，観察可能な一

般的な行動を考察しているカレツキは，「社会科学としての経済学」を提示しているだけでな

く，いわば，最近の新しい経済学の領域として注目されている，行動経済学の先がけの 1 人で

あると見なすことができるかもしれない。
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図 1 Samuelson (1948, p. 260) をもとにして作成

図 2 Samuelson (1948, p. 259)

II. カレツキのマクロ経済モデル

1. Kalecki (1933)：マクロ経済学の「基本前提」の提示

(1) P = Ck + A (利潤方程式)
(2) Ck = B0 +λP
(2') Ck =λP
(3) P = { 1 / (1－λ) } A
(4) P－Ck = S
(4') ( 1－λ) P = S
(1') P－Ck = A
(5) A = S

2. 有効需要の論理にもとづく国民所得の決定 (Kalecki 1929, 1930, 1933, 1938)
(6) Ys = Y
(7) Y = P + W
(8) Yd = Ck + A + Cw

(2) Ck = B0 +λP
(9) P = ( 1 － α) Y

(10) A =
－

A

(11) Cw = W
(12) Ys = Yd

(13) Y* = B0 / {(1 －α) ( 1 －λ)} + [ 1 / {(1 －α) ( 1 －λ)} ]
－

A
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図 3 「カレツキの 45 度線図 (the Kalecki Cross diagram)」あるいは「松谷の 45 度線図 (the Matsuya Cross diagram)」

III. 考察

1. 資本家モデル

(1) P = Ck + A (利潤方程式)
(2) Ck = B0 +λP
(14) Ck = B0 / (1－λ) + {λ/ (1－λ)} A

(13) Y* = B0 / {(1 －α) ( 1 －λ)} + [ 1 / {(1 －α) ( 1 －λ)} ]
－

A

2. 労働者モデル

(11) Cw = W
(15) W =αY
(9) P=(1－α) Y
(9') Y=P/(1－α)
(16) W=α{ P/(1－α) }
(17) W={α/ (1－α) } P
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